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1 はじめに

質問応答システムは，質問者の質問に対して適切な

回答を応答することが求められる。しかしながら，実

際のサービスで利用することを想定した質問応答シス

テムにおいては，応答不可能な質問に対する適切に対

応することが求められる [7]ことや，過去の質問応答
の中から質問意図や興味関心を持つであろう質問応答

文を提示する [1]ことが求められる。NTCIR-14 Open
Live Test for Question Retrieval (OpenLiveQ-2) タ
スクでは，システムが返した順位付きの質問応答文の

集合に対して，オフラインテストおよびオンラインテ

ストによって評価する。本稿では，Yahoo! Japan か
ら提供された質問応答文の統計情報と文字情報を用い

て，人の心を捉える質問応答文の特徴について検討，

評価を行ったので報告する。

2 関連研究と提案手法

昨年度のタスク全体の報告書 [6, 2]によると, 第 1
フェーズで実施されるオフラインテストと第 2フェーズ
で行われるオンラインテストでは，性能評価の結果が

逆転する場面があったことがわかる。また，OKSAT [3]
の報告によると，第 1フェーズでは，提示された訓練
データを用いて質問応答文に順位づけし，フィードバッ

クされた評価指標を元に分析する方法が用いられてい

る。本システム AITOK は，質問応答文がどの程度
人の心を捉えるかは，トレーニング用データとそのク

リックスルーデータから判断できると仮定し，統計情

報 (表 1)や文字情報 (表 2)を用いて，人の心を捉える
スコア (Catchyスコア)を定義する。次に，第 1フェー
ズでフィードバックされる評価指標 (Q-measure) の
増減に基づいて精度の向上を図り，第 2フェーズで実
際のサービスに対する効果をみる。

表 1: 統計情報のフィールド一覧
Field Name Description
Title Title of the question
Snippet Snippet of the question in a search result
Body Body of the question

表 2: 文字情報のフィールド一覧
Field Name Description
Page view Page view of the question
Number of answers Number of answers for the question
Update Last update time of the question
Clickthrough rate Clickthrough rate

3 アルゴリズム

Catchy スコアの計算には，文字情報からは

CaboCha [5] で形態素と係り受け，word2vec [4] で分
散表現を求め，統計情報からは閲覧頻度 (Page view)，
回答数 (Number of answers)，最終更新日時 (Up-
date)，クリック率 (Clickthrough rate) を利用する。

3.1 Catchy スコア

本タスクでは，クエリごとにクエリ文字列が与えら

れている。クエリ文字列および文字情報の各フィール

ドの文字列を形態素解析し，分かち書きされた形態素

を 1-gram または 2-gram の Bag-of-Words として用
いる。また，係り受けのある形態素を連結することで

フレーズを生成する。さらに，形態素の 200 次元の分

散表現ベクトルと比較する。

Chatchy スコアには，統計情報のフィールドの数値
の中でも，クリック率と閲覧頻度の高い質問応答文に

含まれる形態素やフレーズを多く含む質問応答文のス

コアが大きくなるようにした。これに，回答数，最終

更新日時なども組み合わせることで，第 1フェーズの
評価指標がどのように変化するかをみる戦略である。

さらに，第 2フェーズの結果と第 1フェーズの結果を
比較し，その評価方法の評価結果への影響について考

察する。
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図 1: オフラインテストの結果 (Q-measure)
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図 2: Top 60 を比較したオンラインテスト

4 実験結果

図 1はオフラインテストのうちQ-measureの結果を
示す。この中で，Run ID:131が上位となった。その他
の精度指標には，nDCG@5，nDCG@10，nDCG@20，
nDCG@50，ERR@5，ERR@10，ERR@20，ERR@50
があるが，すべての指標において上位となった。Run
ID:131は，閲覧数と回答数を重視した。一方，オンラ
インテストの結果を図 2および図 3で示す。この結果
では，オフラインテストで上位であった Run ID:131
は Run ID:111 と順位が逆転された。Run ID:111 は，
最終更新時間を加味している。

5 おわりに

本稿では，NTCIR-14 OpenLive-Q タスクでの分析
結果を，速報性を重視してその概要と結果のみをまと

めた。オフラインテストおよびオンラインテストでの

評価結果，オフラインテストでは，主に閲覧数に基づ

いて順位づけすることで高い精度が得られることがわ

かった。一方，オンラインテストでは，最終更新時間

を考慮することが精度向上の要因であることが伺える。

この違いは，テスト環境およびテスト方法に原因があ

るものと考える。このことついては，今後さらなる検

証が必要であろう。
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図 3: Top 30 を比較したオンラインテスト
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